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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 病院内の塗装工事が終了しています。今後はベッドの塗装を実施する予定です。

· 現在、食事指示箋の書式変更を検討中です。

· 制服について：男性スタッフ～白衣はそのままズボンが変更（紺から白）へ変更

　　　　　　　　　南・東病棟スタッフ（女性）も制服変更予定です。

　　　　　　　　※変更後の男性スタッフ用ズボンのウエストサイズを庶務管理室へ

　　　　　　　　　連絡して下さい。又、予防衣の返却（クリーニング後）・白衣、制

服の破損・サイズが合わず着用できない物の返却を4月中に庶務管理

　　　　　　　　　室へお願いします。

・野村　智子様～本人より外出希望が出ています。（衣類を取りに行く為）御家族より

　　　　　　　　4月1日の予定とのお話がありましたが詳細（時間）については後日

　　　　　　　　連絡が入る予定となっています。

・本田　英之様～外泊から戻られた際、私物の持込みが増えている為御家族面会時に返却

　　　　　　　　することとしています。自室内の整理状況も乱れてきています。依然

として整理整頓を始めとする生活リズムを整える事に対する認識の欠如が認められます。疥癬再発防止の意味でも自室の整理整頓の指導と不用な私物の返却を促していきましょう。

＜定期薬変更＞

・下口　政子様～3月30日より臨時薬として処方されていたジプレキサ（5）1T１×vds・レキソタン（2）3T 3×（1-0-1-1）がそれぞれ定期薬として処方となります。睡意の強さ・倦怠感・活気のなさは認められますが、イライラ感・不安感等については改善傾向と考えられます。病棟日課の参加状況・

　　　　　　　　イライラ感・不安感の有無等に留意しながら経過観察していきましょう。

・清水　徹様～被毒妄想に左右された言動があり、28日より服薬拒否が認められています。

　　　　　　　主治医より3月29日夕食後よりリントン（1.5）2T止めの指示あり、定期薬減薬となっています。表情の険しさ・幻覚や妄想が活発となる可能性が考えられます。周囲とのトラブル・日課の参加状況・服薬状況・睡眠状況に留意しながら経過観察していきましょう。

＜新入院患者様＞

晴山　美智子様（３８）統合失調症　任意入院　担当医：院長　担当SW：高田　

担当Ns　：外城　食事：糖尿病食20単位

高校2年頃より不登校となっています。S59　八戸日赤HP受診。高校卒業後上京し准看護師として従事していましたがその際にも精神変調をきたしていた様子です。H4頃より容姿

コンプレックス・幻聴・希死念慮・家食・確認行為・洗浄強迫・暴力行為等出現し、同年

7月つくしが丘病院入院。退院後服薬中断により病状再燃あり入退院を繰り返しています。

当院にもH11.11.12～H12.6.3入院されています。当院退院後自宅療養、当院デイケア通所

となっていますが、生活の乱れ・体重増加による青山荘への入所歴も2回あります。現在

デイケア通所されていましたが定期的な通所が出来ず、生活の乱れ・体重増加（昨年6月

85.5kg→昨日外来受診時107kg）あり、体重管理・生活習慣改善目的にて3月28日西Aユニット入院となっています。

昨日は落ち着かない様子ありますが、病棟日課には支障なく参加しています。夜間不眠

にて経過しており、「お腹が空いて眠れなかった。」と話しています。

精神症状について現在不安定な様子は認められませんが、今回の入院・治療目的についての認識の低さが伺えます。担当スタッフは来週から運動療法を始める事が出来るよう、

プログラムの作成をお願いします。又、入院目的（25kgの減量）を適宜確認し体重管理に

意欲的に取り組む事が出来るよう関わっていきましょう。

